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量子電気伝導はランダウアー公式によって量子散乱問題と結びつ
けられています。量子散乱問題においては共鳴状態が現れるため、
それが量子電気伝導にも影響を及ぼします。本講演では、まず量
子散乱問題における共鳴状態の現れ方や振る舞いを説明し、それ
を使って量子電気伝導がどのように解析できるかを述べます。特
に、ファノ共鳴ピークという独特の形の共鳴ピークが、複数の共
鳴ピークの干渉によって説明できることを示します。


